
 

 

＝先生のための人権教育のてびき＝ 
 

 

 

 

 

 

おかあちゃん、いつかだきしめてね。 

おとうちゃん、きょうはたたかないでね。 

せんせい、きょうはわたしのことわかってね。     

大人の人たち、うそをつかないでね。 

 

わたしたちみんな、「助け合うこと」学んでいるんだよ。 

わたしたちみんな、「がんばりぬくこと」守っているんだよ。 

わたしたちみんな、「幸せになること」願っているんだよ。 

わたしたちみんな、「共に生きること」約束しているんだよ。 

 

 

みなさん 

子どもたちの心を踏みにじらないでください。 

子どもたちの瞳を曇らせないでください。 

子どもたちの夢と希望を大切にしてください。 
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1.  人権教育はどんな教育なのでしょう 

まず、人権 ってなに 

人が生まれながらに持っている必要不可欠な様々な権利 

 

人々が生存と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利 

 

人間の尊厳に基づいて各人が持っている固有の権利であり、 

社会を構成する全ての人々が個人としての生存と自由を確保し、 

社会において幸福な生活を営むために欠かすことのできない権利 

 

人間の生命はかけがえのないもの 

それこそが『人権』です 

では、人権の内容 は 

生命や身体の自由の保障、教育を受ける権利、 

人種・信条・性別・社会的身分・門地など法の下の平等、 

衣食住の充足、働く権利、思想や言論の自由、集会･結社の自由 等 

 

これらが全て守られているのです 

 

固有の意義があります 

優劣や軽重の差はありません 

相互に不可分で補い合います 

全てが連なり合います 

ここで、忘れてならない ことは 

人権を侵害することは､相手が誰であれ､決して許されないということです 

全ての人が､自分の人権の尊厳と価値が尊重されることを要求できるということです 

全ての人が､自他の尊厳と価値を尊重し､守り続けなければならないということです 

そこで、学校園における人権教育 とは 

まず、子どもたちが発達段階に応じて 
人権や人権を守る意義・内容を理解できるようにします 

 

そして、人権の大切さを直感的、共感的に 

受けとめられる人権感覚を育てます 

 

 また、自分の大切さとともに、全ての人々の大切さと、それぞれの違いを 

まるごと自然に認めることができるようにします 

 

 そして、いろいろな場面で差別を許さず、人権を守る意欲や態度を 

 実際の行為に結びつける実践力や行動力にまで高めます 
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2.  発達段階と人権教育との関連を見てみましょう 
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幼児期 
・ 遊びで友だちと関われる 

・ 先生や友だちの存在に気付く 

・ 相手と自分の関係が分かる 

・ 他人の表情から考えが持てる 

・ 出来事から友人を認知する 

・ 生活の場自体が遊びの場 

小学校低学年 

（１～３年生） 

・ 友だちの思いを考えられる 

・ 生活の場から離れられる 

・ 言葉による理解ができる 

・ 抽象的な思考もでき始める 

・ 想像力や認識力が育つ 

・ 他者の家族を考えられる 

小学校高学年 

（４～６学年） 

・ 言葉数が急速に増える 

・ 自意識が強くなる 

・ 認識力、分析力が身に付く 

・ 批判力が身に付く 

・ 抽象的な思考が深まる 

・ 人権の理解ができ始める 

・ 歴史的事象が分かり始める 

中学校 

・ 思春期（小学５年～中学） 

・ 部活動などに打ち込める 

・ 性を意識し恥じらいをもつ 

・ 内省的傾向で自意識強まる 

・ 生き方について深く考える 

・ 他人との関わり方に悩む 

・ 意志疎通が苦手になる 

・ 特定のグループの中に安息

を求める 

 

・ 遊びの中でいろいろな発見を 

・ 友だちに話しかける力を 

・ みんなの前で表現できる力を 

・ 自分が大事にされていると感じ

取れる力を 

・ 他人を思いやり、大切にできる力

を 

・ 「自分とみんなが好き」の心を 

・ 絵本やお話の本から想像力を 

・ 先生に頼らない力を 

・ 生活体験から気付きを 

・ 学習する喜びを 

・ 自然の中で生きている命を 

・ 友だち誰とでも関われる力を 

・あいさつできる豊かさを 

・自分の考えを表現する力を 

・コミュニケーションに興味関心を 

・助け合いの実行力を 

・「おかしい」と認知する感性を 

・体験的な人権学習を 

・具体的な人権問題の学びを 

・人権の意義や重要性について知的

に理解を 

・多様な性を理解する力を 

・個性を認め合う力を 

・違いの良さが分かる力を 

・コミュニケーション能力を 

・不合理を見抜き差別を許さない力

を 

・ボランティア活動の参加を 

・地域や社会、世界に目を 

・人権侵害の加害者・被害者になら

ない判断力を 

人権・自立・共生に向けて 

人権・自立・共生に向けて 

人権・自立・共生に向けて 

人権・自立・共生に向けて 

・ 楽しく遊べる力を 

・ 最後までやりぬく力を 

・ 社会的共感できる基礎を 

・ 基本的な生活習慣の学びを 

・ 基本的生活習慣の基礎を 

・ 基礎学力の定着を 

・ 地域で友だちを増やす力を 

・ 地域の人に声かけできる力を 

・ 自分のことは自分でやろうと

する独立心を 

・ 基本的生活習慣の拡大を 

・ 基礎学力の充実を 

・ 問題解決能力を 

・ 自分から求める読書活動を 

・ ひとりで自ら学び考える力を 

・ 仲間や多様な性を大切にする

考えを 

・ 基本的生活習慣の定着を 

・ 基礎学力の一層の充実を 

・ 自己肯定感を 

・ 自己教育力を 

・ 情報収集処理能力を 

・ 将来を見据える力を 

・ 社会を生き抜ける力を 

自己実現に向けて 

自己実現に向けて 

自己実現に向けて 

自己実現に向けて 

安心と安定の欲求 

所属と愛情の欲求 

安全と安定の欲求 

 

自立の欲求 

 

自己確立の要求 

 


